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こ
の
度
、
津
島
市
に
新
し

い
教
会
を
建
て
る
こ
と
が
決

ま
り
、
そ
の
準
備
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、現
在
、

こ
の
地
域
に
あ
る
稲
沢
教
会

と
津
島
教
会
（
巡
回
）
と
い

う
小
教
区
を
廃
止
し
た
う
え

で
、
別
の
場
所
に
聖
堂
を
建

て
小
教
区
を
設
立
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
二
つ
の

教
会
に
は
ど
ち
ら
も
駐
車
場

が
な
く
、
建
物
も
古
く
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
こ
の
話
が

出
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

建
物
だ
け
が
理
由
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
大
切

な
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
住

む
す
べ
て
の
人
々
に
福
音
を

伝
え
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
か

ら
託
さ
れ
た
使
命
を
よ
り
一

層
果
た
す
た
め
に
必
要
だ
か

ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

信
じ
る
者
が
主
日
ご
と
に
集

ま
り
、
ミ
サ
を
さ
さ
げ
、
み

こ
と
ば
と
秘
跡
に
力
づ
け
ら

れ
る
新
し
い
共
同
体
の
場
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。新

し
い
教
会
が
建
て
ら
れ

る
予
定
地
は
、
現
在
の
津
島

教
会
の
近
く
で
す
が
駅
か
ら

は
近
く
な
り
、
何
よ
り
も
駐

車
場
を
広
く
と
る
こ
と
で
信

者
た
ち
が
集
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
な
ど
、

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
こ
の
地
に
顕
彰

碑
を
建
て
る
こ
と
に
な
っ
た

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
話
が

あ
っ
た
。

「
歴
代
の
岐
阜
城
主
は
キ

リ
シ
タ
ン
信
仰
に
寛
容
で
あ

り
、
自
ら
キ
リ
シ
タ
ン
に
な

る
城
主
も
い
た
た
め
、
美
濃

地
方
に
は
広
く
キ
リ
シ
タ
ン

信
仰
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

た
。
し
か
し
１
６
１
３
年
、

徳
川
幕
府
が
禁
教
令
を
出
し

て
か
ら
は
、
多
く
の
キ
リ
シ

タ
ン
が
捕
ら
え
ら
処
刑
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
塩
村
に
も

キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
い
る
こ

と
が
発
覚
し
た
。濃
尾
崩
れ
、

寛
文
崩
れ
を
通
し
て
、
尾
張

藩
に
よ
る
約
2
千
人
も
の
処

刑
が
行
わ
れ
た
が
、
発
端
が

塩
村
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
こ
に
顕
彰
碑
を
建
て
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
地
が
殉

教
者
を
た
た
え
弔
う
だ
け
で

な
く
、
今
の
私
た
ち
の
生
き

方
を
問
い
か
け
、
何
を
大
切

に
し
て
生
き
て
い
く
の
か
を

考
え
る
場
所
と
な
る
こ
と
を

願
う
」

松
浦
司
教
が
顕
彰
碑
を
、

野
村
名
誉
司
教
が
碑
文
の
刻

ま
れ
た
副
碑
を
除
幕
す
る

と
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸

き
起
こ
っ
た
。
共
同
祈
願
の

後
、
松
浦
司
教
が
顕
彰
碑
に

潅
水
し
て
祝
福
し
、
さ
ら
に

感
謝
状
の
贈
呈
、
工
事
に
携

わ
っ
た
建
設
会
社
と
石
材
会

社
の
代
表
者
に
贈
ら
れ
た
。

最
後
に
浅
井
神
父
が
挨
拶

し
た
。

「
顕
彰
碑
は
、
処
刑
す
る

側
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
た

ち
と
、
犠
牲
に
な
っ
た
キ
リ

シ
タ
ン
た
ち
と
の
和
解
の
し

る
し
と
言
っ
て
よ
い
。
私
た

ち
も
同
じ
よ
う
に
、
殺
さ
れ

た
人
々
の
永
遠
の
安
息
を
願

い
つ
つ
、
こ
の
地
に
住
む

人
々
の
幸
せ
を
願
い
、
何
が

大
切
か
を
思
い
起
こ
し
、
顕

彰
碑
の
意
義
が
こ
こ
に
実
現

す
る
こ
と
を
願
う
」

参
列
者
に
は
記
念
品
と
し

て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教

区
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
発

行
『
あ
か
し
す
る
信
仰
』
と

顕
彰
碑
の
絵
葉
書
が
贈
ら
れ

た
。
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顕彰碑の建立について話す
野村司教

顕彰碑前で記念の撮影

顕彰碑の除幕を行う松浦司教（右）と野村司教（左）

美
濃
・
尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
顕
彰
碑
の
竣
工
式
並
び
に
祝
福
式

「�

こ
の
地
が
殉
教
者
を
た
た
え
弔
う
だ
け
で
な
く
、�

今
の
私
た
ち
の
生
き
方
を
問
い
か
け
、
何
を
大
切
に
し
て�

生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
る
場
所
と
な
る
こ
と
を
願
う
」

教
区
殉
教
者
顕
彰
委
員
会

が
２
０
１
６
年
９
月
よ
り
岐

阜
県
可
児
市
塩
地
区
に
建
設

を
進
め
て
き
た
「
美
濃
・
尾

張
キ
リ
シ
タ
ン
顕
彰
碑
」
が

完
成
し
、
６
月
19
日
に
竣
工

式
お
よ
び
祝
福
式
が
行
わ
れ

た
。雨

の
降
り
し
き
る
悪
天
候

で
あ
っ
た
が
、
式
に
は
松
浦

悟
郎
司
教
、
野
村
純
一
名
誉

司
教
、
殉
教
者
顕
彰
委
員
会

委
員
長
浅
井
太
郎
神
父
（
東

京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）、

岩
崎
一
二
三
神
父
（
司
教

館
）、
狩
浦
正
義
神
父
（
美

濃
加
茂
教
会
）、グ
ラ
ハ
ム・

ジ
ョ
ン
神
父
（
各
務
原
教

会
）、
光
山
相
泰
助
祭
（
美

濃
加
茂
教
会
）、
早
川
和
彦

助
祭
（
名
古
屋
教
区
）、
そ

し
て
塩
甘
露
寺
の
刈
谷
正
司

住
職
と
地
元
の
人
々
、
顕
彰

碑
の
建
設
に
あ
た
っ
た
建
設

会
社
と
石
材
会
社
の
代
表

者
、
ま
た
東
海
地
区
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
者
、
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
九
里
彰
神
父

（
金
沢
教
会
）、
信
徒
の
代
表

者
の
約
40
人
が
参
列
し
た
。

初
め
に
野
村
名
誉
司
教
よ

り
、
顕
彰
碑
の
建
立
に
あ
た

り
土
地
を
譲
っ
て
く
だ
さ
っ

た
前
の
所
有
者
、
建
設
に
理

解
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
元

の
方
々
、
顕
彰
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
栗
木
英
次
さ
ん
な
ど

の
各
関
係
者
に
対
し
、
感
謝

　

新
し
い
教
会
の
設
立
に
向
け
て

―
新
し
い
ぶ
ど
う
酒
は
新
し
い
革
袋
に
―

教
区
司
教　

松
浦
悟
郎　

こ
の
地
域
に
住
む
移
住
者
た

ち
が
来
や
す
く
な
る
こ
と

で
、
教
会
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

以
前
、
こ
の
地
域
に
は
、

弥
冨
教
会
、
蟹
江
教
会
（
巡

回
）、
尾
西
教
会
（
巡
回
）

が
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
で
廃
止
に
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
、
教
区
と
し
て
も
こ
の
地

域
に
新
し
い
拠
点
と
し
て
教

会
が
必
要
と
判
断
し
、
こ
の

計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
回
の
特
徴
は
単
な

る
聖
堂
の
新
築
だ
け
で
は
な

く
、
小
教
区
の
「
廃
止
と
設

立
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
特

に
、
こ
の
地
域
で
は
小
教
区

の
廃
止
が
続
い
て
き
た
だ
け

に
気
持
ち
は
複
雑
だ
と
思
い

ま
す
。
長
年
の
思
い
出
が
刻

み
込
ま
れ
た
教
会
が
無
く
な

る
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
、

こ
う
し
た
思
い
を
受
け
止
め

な
が
ら
も
、
今
回
、
新
し
い

教
会
を
つ
く
る
過
程
の
中

で
、
教
会
と
は
何
で
あ
る
の

か
を
今
一
度
、
み
つ
め
な
お

し
、「
私
の
（
た
め
の
）
教

会
」
か
ら
「
キ
リ
ス
ト
の
教

会
」
に
な
る
機
会
に
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

教
会
と
は
キ
リ
ス
ト
を
信

じ
る
人
々
の
集
ま
り
、
す
な

わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
の
共
同
体

の
こ
と
を
指
し
ま
す
が
、
以

前
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
っ
た

と
き
、
地
元
の
司
教
か
ら
次

の
よ
う
な
話
を
聞
き
ま
し

た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
ポ
ル
ポ
ト
政
権

の
も
と
教
会
は
壊
滅
状
態
に

な
り
ま
し
た
が
、
和
平
が
成

立
し
た
後
、
教
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
各

地
の
信
徒
か
ら
出
て
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
司
教
は
小
教
区

と
し
て
認
め
る
た
め
に
は
3

つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
と
現
場
に
伝
え
ま
し

た
。
そ
れ
は
、

①�

主
日
の
ミ
サ
（
典
礼
）
を

行
え
る
こ
と
、

②�

信
仰
（
福
音
）
を
伝
え

る
こ
と
（
子
供
た
ち
に
、

地
域
の
人
た
ち
に
）、

③�

社
会
に
向
か
っ
て
愛
の
行

為
を
実
践
で
き
る
こ
と

こ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
が

教
会
を
つ
く
っ
た
目
的
が
示

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
使
命
を

共
同
体
と
し
て
皆
で
実
行
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。名

古
屋
教
区
の
す
べ
て
の

教
会
も
、
こ
の
3
つ
の
条
件

を
満
た
し
て
い
る
か
す
ど
う

か
振
り
返
っ
て
み
た
い
も
の

で
す
。

キ
リ
ス
ト
と
い
う
新
し
い

ぶ
ど
う
酒
を
入
れ
る
た
め
に
、

共
に
新
し
い
革
袋
の
教
会
を�

つ
く
っ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
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【顕彰碑建立経過】
（土地の所在地；岐阜県可児市塩字宮下222番1 面積660m2 地目・畑）

年月日 項　　目

2016.09.27 顕彰地候補物件調査の中、業者情報として持込あ
り、10月地主に面談

2016.10.13 教区責任役員会にて可児市塩の土地購入に付検討、
購入を決定

2017.02.21 土地売買契約締結（特約条項；当該地は可児市農
業振興整備計画内にあり、農振除外申請・農地法
第5条の申請による許可が条件）

2018.02.08「農用地区域からの除外について（通知）」産第14
号の9　申出を認可

2018.04.27「農地転用許可」岐阜県指令　可農林第95号　

2018.08.03「河川法」岐阜県指令　可土第2号の16　河川法第
55条第1項の許可

2018.10.12 造成工事、外構工事請負契約締結　
着手2018.10.20～完成2018.11.30

2020.11.12 教区責任役員会にて「可児市塩・殉教地記念塔建設」
の要請案を承認

2020.12.09「可児塩・殉教地記念塔建設工事」請負契約締結　
工期2021.04.01～06.30

（名古屋教区顕彰委員会　栗木英次）

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
の
歴
史

牧
区
の
中
心
聖
堂
と
し
、
１

９
３
０
年
（
昭
５
）
に
知
牧

区
長
館
（
現
司
祭
館
）
を
建

設
し
た
。設
計
は
マ
ッ
ク
ス・

ヒ
ン
デ
ル
、
大
工
は
浦
上
信

徒
の
岩
永
伊
勢
松
が
請
負
っ

た
。
こ
れ
は
和
洋
折
衷
と
は

異
な
る
外
人
専
用
の
住
居
と

し
て
建
て
ら
れ
た
本
格
的
な

洋
風
建
築
で
あ
り
、
現
在
で

は
建
築
様
式
や
生
活
様
式
の

資
料
と
し
て
、
名
古
屋
で
は

数
少
な
い
西
洋
建
築
と
な
っ

て
い
る
。
家
具
は
ラ
イ
ネ
ル

ス
神
父
が
寄
贈
し
た
。
ま
た

１
９
２
７
年
（
昭
２
）、
主

任
司
祭
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ル
メ

ス
神
父
は
同
敷
地
内
に
、
教

会
所
属
の
聖
母
幼
稚
園
を
設

立
し
た
。
こ
の
幼
稚
園
は
名

古
屋
で
最
も
古
い
幼
稚
園
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

１
９
２
６
年
（
昭
元
）、

名
古
屋
市
東
区
主
税
町
に

あ
る
「
主
税
町
教
会
」
は
、

名
古
屋
、
岐
阜
地
方
に
初
め

て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広

め
た
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
伝

道
士
・
井
上
秀
斎
と
と
も
に

造
っ
た
、
名
古
屋
最
古
の
教

会
で
あ
る
。
こ
の
教
会
は
現

在
、
名
古
屋
市
都
市
景
観
重

要
建
築
物
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
。
２
０
１
１
年
に
は
文

化
庁
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
も
登
録
さ
れ
た
。

洋
風
の
三
連
ア
ー
チ
に
瓦
葺

屋
根
の
建
物
で
あ
る
。
明
治

初
期
に
開
設
さ
れ
た
主
税
町

教
会
の
歴
史
は
、
カ
ト
リ
ッ

ク
名
古
屋
教
区
の
歴
史
で
も

あ
っ
た
。
名
古
屋
地
方
で
最

初
に
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
行

な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
正
教

の
信
者
で
あ
る
。
し
か
し
伝

道
の
成
果
も
長
続
き
は
せ

ず
、
ロ
シ
ア
正
教
の
布
教
は

明
治
20
年
代
に
は
衰
退
し

た
。名

古
屋
、
岐
阜
地
方
に
カ

ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広
め
た

最
初
の
人
物
は
伝
道
士
・
井

上
秀
斎
で
あ
る
。明
治
中
期
、

教
会
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た

が
、
当
時
は
パ
リ
外
国
宣
教

会
司
祭
が
担
当
し
て
い
た
。

１
８
８
１
年
（
明
14
）
フ
ラ

ン
ス
人
宣
教
師
が
来
名
、
二

名
が
受
洗
し
て
い
る
。
１
８

８
７
年
（
明
20
）、
テ
ュ
ル

パ
ン
神
父
が
来
名
す
る
と
熱

心
に
伝
道
活
動
を
支
え
て
い

た
井
上
秀
斎
の
名
義
で
、
主

税
町
の
元
野
呂
瀬
家
の
武
家

屋
敷
地
四
百
二
十
坪
（
登
記

面
積
）
を
購
入
、
仮
教
会
に

転
用
し
、
そ
こ
に
啓
蒙
小
学

校
を
開
校
し
た
。
１
８
９
０

年
（
明
23
）
救
老
院
設
立
、

１
９
０
４
年
（
明
37
）
８
月

８
日
に
は
聖
堂
建
設
に
着

手
、10
月
20
日
に
竣
工
し
た
。

１
９
２
２
年
（
大
11
）
２

月
18
日
、
東
京
教
区
の
一
部

だ
っ
た
愛
知
、
岐
阜
両
県
と

新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の
一
部

だ
っ
た
富
山
、
石
川
、
福
井

の
三
県
と
を
会
わ
せ
、
名
古

屋
使
徒
座
知
牧
区
が
新
設
さ

れ
た
。
新
潟
使
徒
座
知
牧
区

長
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が
名
古

屋
使
徒
座
知
牧
区
臨
時
管
理

者
と
し
て
任
命
さ
れ
、
こ
の

知
牧
区
は
ド
イ
ツ
の
神
言
会

に
委
託
さ
れ
た
。
ラ
イ
ネ
ル

ス
神
父
は
、
こ
の
教
会
を
知

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
は
来
年
２
０
２
２
年
２
月
18
日
、
使
徒
座
知
牧
区
と
し
て
設
立
さ
れ
て

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
本
紙
で
は
、
名
古
屋
教
区
の
過
去
の
歩
み
を
振
り
返
る
す
べ
と
し
て
、
名

古
屋
教
区
殉
教
者
顕
彰
委
員
会
・
編
集
／
宣
教
司
牧
評
議
会
・
発
行
『
あ
か
し
す
る
信
仰
―
東
海
・

北
陸
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
巡
礼
』（
２
０
１
２
年
）
よ
り
「
第
３
部　

名
古
屋
教
区
と
主
税
町
教
会

の
歴
史
」（
57
～
75
ペ
ー
ジ
）
を
適
宜
転
載
し
、
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
は
、
明
治
か
ら
昭
和
の
名

古
屋
・
主
税
町
教
会
を
舞
台
に
、
伝
道
士
・
井
上
秀
斎
と
パ
リ
外
国
宣
教
会
、
神
言
修
道
会
ヨ
ゼ
フ
・

ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
、
そ
し
て
初
代
教
区
長
・
松
岡
孫
四
郎
司
教
ま
で
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

東
海
地
方
の
先
駆
者

ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
新
潟
知

牧
区
長
を
辞
任
し
、
名
古
屋

知
牧
区
長
専
任
と
な
る
。
１

９
４
１
年
（
昭
16
）、
同
神

父
の
名
古
屋
知
牧
区
長
辞
任

の
後
、
松
岡
孫
四
郎
神
父
が

使
徒
座
任
命
管
理
者
と
な
っ

た
。
１
９
４
５
年
（
昭
20
）

３
月
６
日
、
ペ
ト
ロ
松
岡
孫

四
郎
神
父
は
名
古
屋
兼
新
潟

知
牧
区
長
と
し
て
任
命
さ

れ
、
そ
の
就
任
式
が
主
税
町

知
牧
区
長
座
聖
堂
に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
。
１
９
４
８

年
（
昭
23
）
の
秋
、
松
岡
知

牧
区
長
は
名
古
屋
市
内
中
消

防
署
附
近
に
千
三
百
坪
、
武

平
町
に
七
百
坪
、
東
新
町
七

丁
目
に
五
百
坪
を
買
い
、
こ

れ
を
提
供
し
て
名
古
屋
市
東

区
東
新
町
七
の
一
に
千
三
百

五
十
坪
の
土
地
を
入
手
、
知

牧
区
長
館
と
し
た
。
１
９
５

３
年
（
昭
28
）、
新
潟
使
徒

座
知
牧
区
長
に
野
田
時
助
神

父
が
任
命
さ
れ
、
松
岡
神
父

は
名
古
屋
知
牧
区
長
専
任
と

な
る
。
１
９
５
７
年
（
昭

32
）
春
、
東
新
町
の
知
牧
区

長
館
と
昭
和
区
萩
原
町
の
聖

ヨ
ハ
ネ
小
神
学
院
の
敷
地
、

お
よ
び
鳴
海
郊
外
の
原
野
を

手
離
し
、
東
区
布
池
町
に
二

千
八
百
坪
の
土
地
を
購
入
し

た
。
１
９
５
９
年
（
昭
34
）

５
月
、
同
地
に
知
牧
区
長
館

が
完
成
す
る
。
１
９
６
０
年

（
昭
35
）
の
３
月
23
日
に
は
、

司
祭
館
が
加
え
ら
れ
た
。
１

９
６
２
（
昭
37
）
３
月
21

日
、
布
池
教
会
大
聖
堂
が
竣

工
し
て
祝
聖
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
同
年
４
月
16
日
、
名

古
屋
使
徒
座
知
牧
区
は
司
教

区
に
昇
格
、
松
岡
神
父
は
初

代
名
古
屋
教
区
司
教
と
し
て

叙
階
さ
れ
た
。

２
０
０
８
年
11
月
24
日
に

長
崎
市
で
「
ペ
ト
ロ
岐
部
と

187
殉
教
者
」
の
列
福
式
が
開

催
さ
れ
名
古
屋
教
区
か
ら
も

多
く
の
信
徒
が
参
列
し
ま
し

た
。
当
日
は
雨
の
中
で
の
式

典
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
ま

し
て
寂
し
さ
を
感
じ
た
の
は

188
名
の
殉
教
者
の
な
か
に
出

身
地
が
美
濃
・
尾
張
の
人
が

８
名
も
居
ま
し
た
が
、
彼
ら

は
京
都
の
殉
教
者
52
人
の
中

に
含
ま
れ
て
お
り
殉
教
者
分

「
美
濃
・
尾
張
キ
リ
シ
タ
ン
顕
彰
碑
」
完
成
に
寄
せ
て

～
殉
教
者
顕
彰
の
巡
礼
地
を
求
め
て
経
過
報
告
～

布
図
で
は
殉
教
地
別
に
区
分

さ
れ
た
理
由
で
愛
知
・
岐
阜

県
の
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

こ
の
こ
と
は
当
時
の
野
村

司
教
様
も
心
に
留
め
て
お
ら

れ
、
顕
彰
委
員
会
で
は
こ
の

地
方
の
殉
教
者
の
歴
史
と
遺

跡
の
調
査
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。
寛
文
時
代
「
濃
尾
崩

れ
」
と
言
わ
れ
る
迫
害
に
よ

り
、
数
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン

が
尾
張
北
部
と
美
濃
地
方
で

殉
教
し
ま
し
た
。
中

で
も
美
濃
の
塩
村
、

太
田
村
を
始
め
尾
張

北
部
を
中
心
に
捕
縛

さ
れ
た
信
徒
は
、
名

古
屋
市
の
尾
張
藩
処

刑
場
が
あ
っ
た
栄
国

寺
や
岐
阜
県
笠
松
で

処
刑
さ
れ
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
殉
教
者

遺
跡
調
査
報
告
と
し

て
２
０
１
２
年
「
東

海
・
北
陸
の
キ
リ
シ

タ
ン
史
跡
巡
礼
『
あ

か
し
す
る
信
仰
』」
に
ま
と

め
出
版
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
区
内
に
殉
教

者
を
顕
彰
し
信
徒
が
祈
り
の

場
と
し
て
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
野
外
広
場
の
設
立
が
望
ま

れ
、
場
所
探
し
を
始
め
扶
桑

町
の
恵
心
庵
や
犬
山
の
五
郎

丸
近
辺
、
岐
阜
笠
松
方
面
と

用
地
探
し
を
し
ま
し
た
。
美

濃
の
塩
地
区
に
適
当
な
用
地

が
見
つ
か
り
、
名
古
屋
教
区

所
有
地
と
し
て
、
ま
た
地
元

の
各
方
面
の
協
力
を
得
て
こ

こ
に
顕
彰
碑
を
設
立
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
名
古
屋
教
区
殉
教
者
顕
彰�

委
員
会　

栗
木
英
次
）

1904年竣工　聖堂入口

1930年竣工　教区長館（現・司祭館）

1941年3月6日松岡教区長着座記念

竣工時の名古屋教区司教座聖堂

塩
甘
露
寺
の
ご
住
職
刈
谷
正
司
氏
と
話
す	

松
浦
司
教
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新感覚のゼリー「食べるワイン」新発売
　社会福祉法人AJU 自立の家が運営
する小牧ワイナリーで働く人々は、障
害があっても地域で自立した生活を送
ることを目指してワイン造りに励んで
いる。ところが昨年に続き新型コロナ
ウイルス感染拡大を受けて、2年連続
して売り上げが減少している。
　そこで、女性スタッフが中心となっ
て商品化したのが新感覚のゼリー「食
べるワイン～信長さまの紅い誘惑」。
甘いお酒が好きな大人の女性をター
ゲットに、本格的なワインスウィーツ
に仕上がっている。
　購入は小牧ワイナリー店頭または公
式ホームページのオンラインショップ
でどうぞ。

こんな本紹介   �「マザーテレサの霊性」　ラニエーロ・カンタラメッサ著／太田綾子訳

　マザーテレサが列福された2003年10月19日から間もなくの待降節に著者カンタラメッサ師は教皇庁
でマザーテレサについての黙想会を行った。およそ1年後に亡くなった聖ヨハネ・パウロ2世教皇も
出席していたその黙想会で著者は、教皇庁列聖調査申請局の特別措置によって、マザーテレサ自身が
その内面を告白した私的書簡を黙想会の資料として用いた。書簡はその4年後にようやく公にされ（日
本語版『マザーテレサ　来て、わたしの光になりなさい！』女子パウロ会
2014年）、生前の聖テレサの心の闇が明らかにされたと、宗教家ではない
評論家諸氏によるマザー批判も含めて大きな波紋を引き起こした。
　マザーテレサが神の「苦しみ」と「愛」（いずれも「パッション」）の一
致を生きたことを明らかにした本書は、十字架上での「イエスの渇き」に
対するマザーのこたえと、貧しい人々へのマザーの奉仕とが、いかに分か
つことのできない関係にあるかを示し、マザーの深い霊性に光を当ててい
る。純粋な愛への道から何を学ぶか、何を実践できるかを教えている。
　なお著者は20年に教皇フランシスコによって枢機卿に親任されている。

定価　1,210円（税込）　初版発行日　2021年6月15日
名古屋聖パウロ書院　愛知県名古屋市東区葵1-13-2
http://pauline.or.jp　☎052-936-4443

名
古
屋
教
区
正
義
と
平
和
委
員
会
定
例
会
が
６
月
11
日
に
福
信
館
で
行
わ
れ
、
講
師

の
河か

わ
田た

昌ま
さ

東は
る
さ
ん
（
分
子
生
物
学
）
か
ら
、
福
島
の
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染
水
海
洋
放
出
の

問
題
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

３
月
20
日
付
「
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
」（
会
報
134
号
）
に
、
名
古
屋
マ
ッ
ク
井
上

隆
二
さ
ん
の
「
念
願
の
新
施
設
建
設
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
名
古
屋
マ
ッ
ク
の
前
身

で
あ
る
Ａ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
集
ま
り
に
始
ま
り
、
今
年
７
月
に
念
願
の
新
施
設
が
完

成
す
る
ま
で
約
30
年
間
の
経
緯
を
伝
え
る
こ
の
記
事
を
、
転
載
し
紹
介
し
ま
す
。

「
福
島
原
発
の
ト
リ
チ
ウ
ム
―
何
が
問
題
か
」

日
本
政
府
は
２
０
２
１
年

４
月
13
日
、
２
０
１
１
年
３

月
11
日
の
事
故
以
来
福
島
第

一
原
発
に
溜
り
続
け
て
い
る

放
射
能
汚
染
水
の
う
ち
処
理

で
き
な
い
ト
リ
チ
ウ
ム
汚
染

水
（
120
万
ト
ン
、
１
２
０
０

基
の
貯
蔵
タ
ン
ク
）
を
「
海

水
で
薄
め
て
放
出
」
す
る
こ

と
を
漁
業
関
係
者
や
国
内
外

で
広
が
る
多
く
の
反
対
や
懸

念
の
声
を
無
視
し
、決
め
た
。

政
府
の
「
海
洋
放
出
あ
り
き

で
良
い
の
か
」
の
問
題
意
識

の
下
、
正
義
と
平
和
委
員
会

で
は
６
月
11
日
の
定
例
会
で

河
田
昌
東（
分
子
生
物
学
者
）

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
上
記

の
題
で
以
下
の
よ
う
に
学
ぶ

機
会
を
持
っ
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
と
は

ト
リ
チ
ウ
ム
は
日
本
語
で

は
三
重
水
素
と
呼
ば
れ
、
化

学
的
性
質
は
水
素
（
Ｈ
）
と

同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
水

素
と
違
い
不
安
定
な
た
め
新

し
い
元
素（
ヘ
リ
ウ
ム
Ｈ
ｅ
）

に
な
っ
て
安
定
化
す
る
。
こ

の
時
放
出
さ
れ
る
電
子
が

ベ
ー
タ
放
射
線
で
あ
る
。

原
子
炉
の
中
で
は
冷
却
水

（
Ｈ
２
Ｏ
）
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム

が
出
来
る
。
従
っ
て
、
原
子

炉
の
冷
却
を
続
け
る
限
り
ト

リ
チ
ウ
ム
は
新
た
に
生
産
さ

れ
続
け
る
。
当
然
、
稼
働
中

の
原
発
か
ら
ト
リ
チ
ウ
ム
汚

染
水
は
海
中
に
流
さ
れ
続
け

ら
れ
て
い
る
。
過
去
の
核
実

験
や
宇
宙
線
の
影
響
で
、
地

球
上
の
水
の
中
に
は
１
～
２

Ｂ
ｑ
／
Ｌ
程
度
の
ト
リ
チ
ウ

ム
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
何
故
除
去
出

来
な
い
？

国
や
東
電
、
原
子
力
規
制

委
員
会
な
ど
は
、
ト
リ
チ
ウ

ム
水
は
処
理
で
き
な
い
か
ら

海
洋
放
出
せ
ざ
る
を
得
な

い
、
と
い
う
。
何
故
処
理
で

き
な
い
の
か
。
ト
リ
チ
ウ
ム

の
化
学
的
性
質
が
水
素
と
同

じ
で
、
ト
リ
チ
ウ
ム
を
含
む

水
（
Ｔ
－
Ｏ
－
Ｈ
）
と
通
常

の
水
（
Ｈ
－
Ｏ
－
Ｈ
）
が
区

別
出
来
な
い
か
ら
、
放
射

物
質
を
化
学
的
性
質
の
利
用

に
よ
る
吸
着
や
濾
過
な
ど
を

行
う
化
学
的
方
法
で
は
除
去

で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、
沸

騰
水
型
原
発
で
生
成
さ
れ
た

殆
ど
を
年
間
22
兆
ベ
ク
レ
ル

の
海
洋
放
出
基
準
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
ト
リ
チ
ウ
ム
の

放
出
基
準
は
事
実
上
存
在
せ

ず
、
現
実
追
認
で
あ
り
原
発

を
運
転
す
れ
ば
必
ず
発
生
す

る
。
こ
れ
も
原
発
を
稼
働
し

て
は
な
ら
な
い
原
因
の
一
つ

で
あ
る
。

ト
リ
チ
ウ
ム
の
何
が
問
題
か

ト
リ
チ
ウ
ム
水
は
通
常
の

水
と
同
様
、
経
口
や
呼
吸
、

皮
膚
を
通
じ
て
体
内
に
入

り
、
タ
ン
パ
ク
質
や
遺
伝
子

（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
の
中
の
水
素
の
代

わ
り
に
そ
の
成
分
と
し
て
入

り
込
む
。
細
胞
内
の
有
機
物

の
構
成
成
分
と
し
て
取
り
込

ま
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
容
易

に
代
謝
さ
れ
ず
、
そ
の
分
子

が
分
解
さ
れ
て
水
に
な
る
ま

で
長
時
間
留
ま
り
（
15
年
以

上
）、
ベ
ー
タ
線
を
出
し
続
け

る
こ
と
に
な
る
。
ト
リ
チ
ウ

ム
の
出
す
ベ
ー
タ
線
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
極
め
て
小
さ
く
、

外
部
被
爆
は
殆
ど
問
題
に
な

ら
な
い
が
、
こ
う
し
て
体
内

の
構
成
成
分
に
取
り
込
ま
れ

る
と
、
全
て
の
ベ
ー
タ
線
は

内
部
被
爆
の
原
因
に
な
る
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
取
り
込
ま
れ
た
ト

リ
チ
ウ
ム
の
問
題

ト
リ
チ
ウ
ム
の
効
果
は
崩

壊
時
に
出
す
ベ
ー
タ
線
の
被

爆
だ
け
で
は
な
く
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
破
壊
が
必
ず
起
こ
る
。
核

実
験
が
始
ま
っ
た
１
９
５
０

年
代
以
降
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の

生
物
学
的
影
響
に
関
す
る
研

究
は
数
多
く
行
わ
れ
て
い

る
。
最
も
広
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
染
色
体
の
切
断
な
ど

の
異
常
で
あ
る
。
生
体
次
元

で
の
研
究
も
数
多
く
あ
り
、

染
色
体
異
常
の
結
果
、
致
死

的
な
ガ
ン
な
ど
の
健
康
障
害

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に

問
題
な
の
は
子
宮
内
胎
児
へ

の
影
響
で
あ
る
。
ト
リ
チ
ウ

ム
に
よ
る
催
奇
形
性
の
確
率

は
致
死
性
ガ
ン
の
確
率
の
６

倍
に
の
ぼ
る
。
カ
ナ
ダ
の
オ

ン
タ
リ
オ
湖
は
カ
ナ
ダ
特
有

の
重
水
原
子
炉
か
ら
出
る
大

量
の
ト
リ
チ
ウ
ム
に
よ
る

汚
染
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
周
辺
地
域
で
１

９
７
８
～
85
年
の
間
に
出
産

異
常
や
流
死
産
の
増
加
が
認

め
ら
れ
、
ダ
ウ
ン
症
候
群
が

１・
８
倍
に
増
加
し
、
胎
児

の
中
枢
神
経
系
の
異
常
も
確

認
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
ト
リ
チ

ウ
ム
の
海
洋
放
出
は
、
政
府

の
言
う
よ
う
な
単
な
る
風
評

被
害
で
は
な
く
実
害
が
起
こ

る
。で

は
、
海
洋
放
出
以
外
に

ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去
の
方
法

は
あ
る
の
か
、次
回
に
続
く
。

※
詳
細
は
、
近
日
中
に
河
田

昌
東
さ
ん
著
『
福
島
原
発
の

ト
リ
チ
ウ
ム
―
何
が
問
題

〈小牧ワイナリー〉
愛知県小牧市大字野口字大洞2325番2
電話�0568-79-3001/Fax�0568-79-3002
公式HP：https://www.komakiwinery.com/
営業時間　10：00～16：00
定休日　月曜＆第2・4火曜

当
時
は
Ａ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
県
内
で
数

ケ
所
で
し
か
開
催
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
名
古
屋
に
も

マ
ッ
ク
が
必
要
だ
と
思
い
、

大
阪
マ
ッ
ク
施
設
長
の
田
島

さ
ん
の
紹
介
で
１
９
８
４
年

４
月
に
相
馬
司
教
様
を
お
訪

ね
し
た
。
司
教
様
の
お
力
添

え
で
、
北
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク

城
北
橋
教
会
の
敷
地
に
あ
る

建
物
を
お
借
り
し
て
開
所
す

る
運
び
と
な
っ
た
。

１
９
８
５
年
５
月
１
日
に

名
古
屋
マ
ッ
ク
は
誕
生
し

た
。
そ
れ
か
ら
後
援
会
を
作

り
会
員
の
募
集
を
し
た
。
教

会
関
係
や
企
業
な
ど
の
ご
寄

付
や
支
援
者
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
毎
年
２
０
０
０

万
円
以
上
の
必
要
経
費
を
集

め
て
運
営
し
た
。

１
９
９
１
年
２
月
に
名
古

屋
マ
ッ
ク
の
法
人
化
計
画
が

始
ま
り
準
備
会
が
発
足
し

た
。
月
１
回
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
が
、
土
地
問
題
で

行
き
詰
ま
り
、
運
営
も
厳
し

く
な
っ
た
。
相
馬
司
教
様
が

「
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
」
に
支

援
を
お
願
い
し
て
下
さ
り
、

１
９
９
１
年
４
月
「
Ａ
Ｊ
Ｕ

自
立
の
家
」の
傘
下
に
入
る
。

１
９
９
４
年
７
月
頃
に
南

区
内
に
建
設
予
定
地
が
決
ま

り
、「
ア
ル
コ
ー
ル
総
合
リ

ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
名
古
屋

マ
ッ
ク
計
画
案
」
を
作
成
。

愛
知
県
衛
生
部
へ
施
設
建
設

要
望
書
を
提
出
し
、
１
９
９

５
年
度
事
業
の
予
算
が
計
上

さ
れ
た
。
建
設
予
定
地
の
地

元
説
明
会
を
開
催
す
る
と
、

地
元
住
民
の
建
設
反
対
の
声

が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
予
定

地
で
の
建
設
を
断
念
。

１
９
９
７
年
10
月
６
日
に

相
馬
司
教
様
が
帰
天
さ
れ
、

突
然
マ
ッ
ク
の
屋
台
骨
を
失

い
、
途
方
に
暮
れ
る
。
後
任

の
野
村
司
教
様
が
引
き
継
い

で
下
さ
り
安
堵
す
る
。

２
０
０
１
年
１
月
に
新
た

な
場
所
と
し
て
天
白
区
に
建

設
予
定
地
が
見
つ
か
っ
た
。

障
害
者
施
設
の
跡
地
だ
か
ら

反
対
も
少
な
い
だ
ろ
と
言
う

事
だ
っ
た
が
、
地
元
説
明
会

の
回
を
重
ね
る
に
つ
れ
反
対

が
強
ま
っ
て
い
っ
た
。

２
０
０
２
年
９
月
の
地
元

説
明
会
で
は
反
対
ア
ピ
ー
ル

が
激
し
く
、
説
明
会
が
途
中

で
中
止
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立
の
家
が
昭
和
区

松
風
町
で
購
入
し
た
土
地
に

建
設
し
よ
う
と
し
た
が
、
ま

た
し
て
も
地
域
住
民
の
反
対

運
動
が
起
こ
り
暗
礁
に
乗
り

上
げ
た
。

２
０
１
７
年
に
名
古
屋
市

が
所
有
す
る
名
古
屋
市
中
川

区
富
永
の
土
地
が
建
設
予
定�

地
の
代
替
案
と
し
て
出
さ
れ

た
。
建
設
計
画
を
松
風
町
か

ら
富
永
に
完
全
に
変
更
し
た
。�

し
か
し
、
富
永
で
も
地
域
住

民
の
反
対
の
声
が
上
が
り
、

富
永
が
駄
目
な
ら
次
は
無
い

ぐ
ら
い
の
思
い
で
名
古
屋
市

と
共
に
建
設
予
定
地
の
住
民�

と
話
し
合
っ
て
き
た
。説
明
会

を
開
催
し
た
が
以
前
と
は
違

い
落
ち
着
い
た
説
明
会
と
な
っ

た
。
自
治
会
等
か
ら
の
提
案

が
出
さ
れ
、
で
き
る
範
囲
で

対
応
す
る
こ
と
で
反
対
も
少�

し
ず
つ
収
ま
っ
て
い
っ
た
。

２
０
２
０
年
９
月
４
日
に

富
永
の
土
地
で
の
建
設
の
た

め
の
地
鎮
祭
が
無
事
に
執
り

行
わ
れ
、
建
設
も
順
調
に

進
ん
だ
。
建
物
の
名
称
は

「
Ａ
Ｊ
Ｕ
リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー
」
に
決
定

し
た
。

２
０
２
１
年
７
月
下
旬
、

約
30
年
の
年
月
を
経
て
、
諦

め
ず
に
頑
張
っ
て
き
た
念
願

の
新
施
設
開
所
を
迎
え
る
。

建
設
完
成
が
ゴ
ー
ル
で
は
な

く
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
い
、
こ

れ
か
ら
も
皆
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

（
名
古
屋
マ
ッ
ク
所
長　

�

井
上
隆
二
）

念
願
の
新
施
設
建
設

採
用
基
準
は
仕
事
へ
の
適
性
と
能
力
の
み
で

か
』
を
当
正
平
委
か
ら
小
教

区
あ
て
に
発
送
す
る
の
で
御

覧
く
だ
さ
い
。

�

（
文
責
：
竹
谷 

基
）

部
落
解
放
を
め
ざ
す
愛
知

研
修
会・部
落
解
放
講
座（
部

落
解
放
共
闘
会
議
主
催
、
愛

知
県
・
名
古
屋
市
後
援
）
が

６
月
16
日
、
名
古
屋
市
公
会

堂
（
昭
和
区
鶴
舞
）
で
開
か

れ
、「
同
和
問
題
に
と
り
く

む
愛
知
県
宗
教
教
団
連
絡
協

議
会
」（
愛
知
同
宗
連
）
を

担
当
す
る
筆
者
も
参
加
し

た
。日

本
労
働
組
合
総
連
合
会

（
連
合
）
が
19
年
に
行
っ
た

「
就
職
差
別
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
を
受
け
て
、
連
合
本

部
の
山
本
和
代
副
事
務
局
長

と
、
和
光
大
学
名
誉
教
授
で

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
美

恵
子
さ
ん
が
報
告
と
分
析
を

行
っ
た
。

調
査
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
、
最
近
３
年
間
に
就

職
採
用
試
験
を
受
け
た
全
国

の
18
～
29
歳
の
男
女
１
０
０

０
人
の
回
答
を
集
計
し
た
も

の
。
応
募
や
面
接
の
仕
方
、

就
職
活
動
全
般
で
感
じ
た
こ

と
な
ど
を
た
ず
ね
て
い
る
。

採
用
選
考
の
原
則
は
、
応

募
者
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ

と
、
応
募
者
の
適
性
や
能
力

の
み
を
基
準
と
し
て
行
う
こ

と
で
あ
る
。
仕
事
の
遂
行
能

力
と
関
係
が
な
い
個
人
情
報

の
収
集
は
原
則
禁
止
だ
。

応
募
書
類
に
記
入
を
求
め

た
り
、
面
接
で
質
問
す
べ
き

で
な
い
こ
と
と
し
て
、「
性

別
」「
家
族
構
成
」「
尊
敬
す

る
人
物
」
な
ど
の
例
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
不
見

識
さ
加
減
に
驚
か
さ
れ
る
。

竹
信
さ
ん
は
「
公
正
な
採

用
選
考
は
そ
う
し
た
色
メ
ガ

ネ
を
取
り
払
っ
て
本
当
に
必

要
な
人
を
採
用
す
る
た
め
の

装
置
で
あ
り
、
そ
れ
は
企
業

に
と
っ
て
も
有
用
で
あ
る
」

力
説
し
て
い
た
。

完成予想図

新発売の「食べるワイン」
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�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

7
月
の
教
会
暦

１
日
㈭�

福
者
ペ
ト
ロ
岐
部
司
祭
と
187
殉

教
者
（
記
）

３
日
㈯�

聖
ト
マ
使
徒
（
祝
）�

４
日
㈰�

年
間
第
14
主
日

11
日
㈰�

年
間
第
15
主
日

15
日
㈭�

聖
ボ
ナ
ベ
ン
ト
ゥ
ラ
司
教
教
会

博
士
（
記
）

18
日
㈰�

年
間
第
16
主
日

22
日
㈭�

聖
マ
リ
ア
（
マ
グ
ダ
ラ
）（
祝
）

25
日
㈰�

年
間
第
17
主
日

26
日
㈪�

聖
マ
リ
ア
の
両
親
聖
ヨ
ア
キ
ム

と
聖
ア
ン
ナ
（
記
）

29
日
㈭�

聖
マ
ル
タ
聖
マ
リ
ア
聖
ラ
ザ
ロ

（
記
）

31
日
㈯�

聖
イ
グ
ナ
チ
オ
（
ロ
ヨ
ラ
）
司

祭
（
記
）

8
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈰�

年
間
第
18
主
日

６
日
㈮
～
15
日
㈰

�

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間

８
日
㈰�

年
間
第
19
主
日

15
日
㈰�

聖
母
の
被
昇
天
（
祭
）

22
日
㈰�

年
間
第
21
主
日

29
日
㈰�

年
間
第
22
主
日

教
区
行
事
予
定

7
月

８
日
㈭�

教
区
顧
問
会
＊

９
日
㈮�

正
平
委
・
学
習
会　

中
止

10
日
㈯�

殉
教
者
委
・
定
例
会
／
信
徒
協

幹
事
会

11
日
㈰�

城
東
Ｂ
会
議
／
三
河
Ｂ
会
議
／

中
高
生
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

13
日
㈫�

樹
の
会
／
難
民
移
住
移
動
者
委

員
会

17
日
㈯�

レ
ジ
オ
名
古
屋
ク
リ
ア

18
日
㈰�

城
北
Ｂ
会
議
／
城
南
Ｂ
会
議
／

青
年
委
員
会

24
日
㈯�

典
礼
委
員
会

29
日
㈭�

月
集
＊
／
教
区
司
祭
の
集
い
＊

8
月

８
日
㈰�

教
区
平
和
旬
間
行
事
／
中
高
生

会

11
日
㈬�

北
陸
Ｂ
・
平
和
祈
願
ミ
サ

13
日
㈮�

正
平
委
定
例
会

14
日
㈯�
殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会

21
日
㈯�
正
平
委
・
特
別
学
習
会

23
日
㈪
～
27
日
㈮�
教
区
司
祭
黙
想
会
＊

29
日
㈰�

一
粒
会
の
集
い
（
北
陸
地
区
）

中
止

教
区
行
事
以
外
の
松
浦
司
教
予
定

7
月

１
日
㈭�

常
任
司
教
委
員
会

３
日
㈯�

看
護
師
研
修
会

12
日
㈪
～
16
日
㈮　

司
教
総
会

13
日
㈫�

社
会
司
教
委
員
会

26
日
㈪�

長
浦
・
刈
谷
幼
稚
園
研
修
会

福
信
館
便
り 

☎
０
５
２（
935
）
７
１
８
０

◇
7
月
の
炊
き
出
し　

木
１
日
布
池
、

８
日
南
山
・
樹
の
会
、
15
日
聖
霊
・
南
山
・

樹
の
会
、
22
日
城
北
橋
、
29
日
一
宮　

金
２
日
喜
望
の
会
、
９
日
長
浦
・
喜
望

の
会
、
16
日
布
池
、
23
日
南
山
、
30
日
江

南

福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約77.0％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

630件 30,324,348円
（5/31現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

聖マリアの無原罪教育宣教�
修道会

2021年度 聖書の学び（岐阜）

日　時　7月11日（日）　�子となる歩みの中で①
　諸事情により一週間ずれることがあります。
　参加希望者は日時を確認してください。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　�岐阜修道院・聖マリア女学院�

（マドンナホール）
　　　　岐阜市福富201
問合せ　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　携帯電話 090-3933-3220
交通アクセス
　�JR 岐阜駅から市バス12番で乗車、三田洞バ
ス停下車（27～28分乗車）、乗車時に電話を
下さい。バス停で待っています。JR 名古屋
駅から約1時間。自動車で来られる方は聖マ
リア女学院でナビ設定。

ピースあいち企画展沖縄から平和を考える
　今年の企画展「沖縄から平和を考える」では、沖縄戦の様子、米軍基地の存在から起きる様々な
問題について展示解説しています。ウチナーとヤマトの架け橋になることを願っています。
期　　間　5月25日（火）～7月10日（土）� ☎ /Fax� 052-602-4222
開場時間　11：00～16：00、最終日は15：00まで� 休 館 日 日曜日・月曜日
会　　場　戦争と平和の資料館ピースあいち� 入 館 料 大人300円、小中学生100円
住　　所　名古屋市名東区よもぎ台2-820� https://peace-aichi.com/

カトリック名古屋教区「平和の集い」
テーマ「すべてのいのちを守ろう～�
誰も置き去りにしない世界に向けて～」
No�one�will�be�left�behind

日　時　8月8日（日）13：30～16：00
第 1 部　ビデオ上映　13：30～
　　　　�「�アフガニスタン　用水路が運

ぶ恵みと平和」
会　場　布池教会地下ホール
人　数　�人数制限は100名まで。また、

コロナ感染状況により中止と
なることもあります

第 2 部　平和祈願ミサ　14：30～
会　場　布池教会大聖堂
主司式　松浦悟郎司教
人　数　人数制限は160名まで。
問合せ　名古屋教区社会福音化推進部
　　　　☎052-935-7180（福信館）
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7月29日の記念日の名称変更
　7月29日の聖マルタの記念日の名称が「聖マルタ�
聖マリア�聖ラザロ」に変更された。
　教皇は「3人が主イエスを家に迎え、そのことば
に注意深く聞き入り、イエスが復活でありいのち
であることを信じた」という福音書の重要な証言
を考慮して3人の名前を記載することを決定した。
典礼秘跡省が1月26日、発表した。
　これに伴いミサの公式祈願の一部が修正された
ので、カトリック中央協議会HPの典礼委員会の
ページから『ミサ典礼書』補遺を参照のこと。ミ
サの聖書朗読に変更はない。

名古屋オルガンの秋�
presents パイプオルガン�
ブランチコンサート

～サン＝サーンス、そして巴里の響き～

日　時　8月11日（水）10：30～11：30
会　場　�愛知県芸術劇場コンサートホール
プログラム
　�C. サン＝サーンス　アヴェ・マリア、
　G. フォーレ　ピエ・イエズ、他
ミニ講座
　�マイヤー先生のサン＝サーンス　コーナー�
3つの前奏曲とフーガ op99より第2番ロ短調

演　奏　Org 吉田文　Sop 岡眞里子
入　場　1000円（全自由席）
主　催　�名古屋オルガンの秋実行委員会
　　　　http://organaki.exblog.jp
問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151
　オルガン秋 HP、二宮音楽事務所で確認のこと

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　
時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00
名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター
相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

第13回平和祈念の集い
テーマ『平和をつなぐ』
～人の違いの豊かさ～

講　師　成井大介司教
　�（カトリック新潟教区、神言会）
　�広島・長崎の被爆と終戦の記念と
なる8月は特別な月。悲惨な戦争
を自ら起こさないため、多くの
方々と共に祈りたい。

日　時　8月1日（日）
開　場　12：30～
開　会　13：00～14：30
場　所　カトリック南山教会大聖堂
　　　　名古屋市昭和区南山町1
交　通　�地下鉄鶴舞線いりなか駅下

車、徒歩5分
主　催　南山教会信徒有志
　　　　名古屋友の会会員有志
後　援　ピース9の会
問合せ　井爪光子まで
　　　　☎080-3066-3433
連　絡　�会場は新型コロナウイルス

対策がしてありますが、各
自マスクの着用をお願い
し、緊急事態宣言発令（愛
知県・新潟県）の場合は中
止させていただきます。

名古屋マックの新施設�
「AJUリカバリーセンター・フェロー」の�

竣工式と祝別式のご案内
　長年にわたり名古屋マックの施設建設に向けて準備をしてきました。この
度、待望の新施設が完成し竣工式と祝別式を行いますのでご案内します。
日　時　7月27日（火）10：00～
場　所　名古屋市中川区富永1丁目16-3
出　席　�野村純一理事長、山野聖嗣神父（港教会主任）、山田昭義顧問、AJU

自立の家理事並びに評議員、名古屋市障害者支援課、工事関係者、他
式内容　新施設の竣工式及び祝別式
連　絡　稼働は8月1日から。3面に関連記事


